
上越市
消防団適正配置検討委員会

調査報告書

２ 消防団の適正配置を検討するための
　 基盤データ



分団ごとの消防部数

　53分団には222消防部があるが、12消防部で1分団を構成しているもの、1消防部で1分団を構成

している組織もある。

分団ごとの消防部数
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分団ごとの団員数

　53分団の平均団員数は73.0人である。最も団員数の多い分団は上越春日分団の137人、最も団員

数の少ない分団は上越桑取分団の12人である。上越春日分団は8消防部で、上越桑取分団は2消防部

で構成されている。

分団ごとの団員数
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分団における管轄範囲内の世帯数

赤は500世帯未満 ～ 緑は4,000世帯以上で、地図上に可視化した。旧上越市を中心に、緑色が広が
り、世帯数が多くなっている。市の東側、西側は中山間地域であり、管轄範囲内の世帯数は少ない
傾向にあり、赤色が広がっている。また、市街地・農地の混在地域は黄色・橙色が多く、500以上 
2,000世帯となっている。
　管轄範囲内の世帯数が最も多いのは、上越直江津分団であり、8,178世帯20,766人が暮らしてい
る。最も少ないのは、上越桑取分団で174世帯281人となっている。

 分団における
　管轄範囲内の世帯数
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管轄範囲内の世帯数と消防団員数の比較

　 管轄範囲内の世帯数と団員数を比較した。縦軸は世帯数、横軸は団員数である。消防力の維持と

いう観点から最も課題であると考えられるのは「団員数が少ないにもかかわらず、管轄範囲内の世
帯数が多い」実態がある上越第一、第二、第三、第四分団、柿崎分団、頸城第三分団、上越直江津

分団である。

管轄範囲内の世帯数
   と消防団員数の比較
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各分団の団員1名あたりの管轄範囲面積

　分団ごとの管轄範囲面積は、上越桑取分団の管轄範囲が突出して広く、2,840千㎡、東大潟分団が

最も狭く38,736㎡である。上越桑取分団は、中山間地域に位置しており、人口は少ない実態がある

ため、1人あたりの管轄範囲が抜きん出て広い。

各分団の団員1名あたり
　の管轄範囲面積
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消防器具置場の密度分布

　消防器具置場の配備状況は305あり、消防部数222よりも多くなっている。地図上に赤色の点で、
消防器具置場を表示した。そこで、密度解析という統計手法を用いて解析をおこなった。
　密度解析とは、各地点の計測値の数量と空間的な関係をもとに全体的な数量の分布を推計する処理
である。たとえば、木造住宅の建築位置から「どこに木造住宅が密集して存在しているのか」「木造
住宅が少ない地域か」を知るために、その空間的な密度を調べる手法である。
　ここでは消防器具置場が空間的に密集しているところに対し、紫色を濃くして表示している。紫色
の薄いところは、消防器具置場が密集しておらず、拠点がない場所になる。

消防器具置場の密度分布
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